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1 山岡（2008: 2）では、発話機能を「話者がある発話を行う際に、その発話が聴者に対して果たす
対人的機能を概念化したもの」と定義している。本稿でもこれを発話機能の定義とする。  
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拍ごとの持続時間長、F0 最高値、F0 最低値、F0 平均値、F0 変動幅を分析したところ、
1.呼びかけは、末尾音節の /e/が伸張し、F0 の下降が急である。2.感謝は、全体的に F0 が











2.  研究方法  




る話し方 日本語生中継―初中級編 1―』、および『聞いて覚える話し方 日本語生中継
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表 1 拒否の機能を含む会話  
※□で囲んであるターン＝機能を含むターン  
No. 声優性別  会話スクリプト 
1 女  Ａ：じゃ、教室行くとき、階段使ったらいいかも。いい運動になると思うよ。 
Ｂ：階段？ ちょっとめんどくさいな。 




3 女  Ａ：いい声していると思うけどな。ま、そんなこと言わないで考えてみてよ。 
Ｂ：無理、無理、無理だって。なんか続かない気がするし。 
4 女  Ａ：東南アジア旅行に行ってみない？ タイでもベトナムでもどこでもいいんだけどさ。 
Ｂ：えー東南アジア？私暑いの苦手なんだ、暑さには耐えられない気がする。 
5 男  Ａ：会社のバンドに入りません？ 
Ｂ：えー、無理無理。俺へたくそだもん 
6 女  Ｂ：着付けを習ってらっしゃるんですか。 
Ａ：ええ、先月からなんですけど。よかったら、山根さんもご一緒にいかがですか。  
Ｂ：でも、着付けってなんだか難しそうで。 
7 男  Ａ：週末に釣りなんか、どう？ 
Ｂ：あー釣りですか、実はやったことがないんですよ。 
8 男  Ａ：大丈夫だよ、教えてやるから。 
Ｂ：いや、でも。 




10 女  Ａ：大野さん、洗濯機、要る？ 寮にコインランドリーがあるから、もういらないんだよね。
Ｂ：洗濯機ですか、私半年くらい前に新しいの買ったばかりなんですよ。 
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表 2 「強い拒否」（No.1～5）と「弱い拒否」（No.6～10）の印象に使われた語彙  
No.1 No.2 No.3 No.4 No.5 
語 4 数  語  数 語  数 語  数  語  数
①資料 10
種に共通  
拒否  3 拒否  7 拒否  9 拒否  10 拒否  10
断る 1 断る 2 断る 2 断る 1 断る 2 
―   ― ― ―   断り 1 
② 資 料 5
種に共通  
いや 2 強い 3 拒絶  2 嫌悪  3 拒絶  2 
嫌悪  2 拒絶  2 強い 2 強い 1 強い 1 
否定  1 否定  1 強める 1 いや 1 嫌悪  1 
強い 1 ―  ― 嫌がる 1 ― 
―   ―  ― 否定  1 ―   
③ 各 資 料
のみ 
（一例） 
階段  5 驚き 4 乗る 2 東南アジア 2 自信  3 
気  3 驚く 4 不安  2 不安  2 ハードル 1 
倦怠  3 自信  3 ほか 1 案  1 下げる 1 
使う 2 言い方  2 フランク 1 行く 5 気  1 
No.6 No.7 No.8 No.9 No.10  
語  数  語  数 語  数 語  数  語  数
①資料 10
種に共通  
断り 1 拒否  2 拒否  5 拒否  5 拒否  8 
断る 1 断る 2 断る 4 断る 3 断る 6 
拒否  1 断り 1 ― ―   断り 2 
② 資 料 5
種に共通  
気後れ 2 弱い 1 弱い 2 弱い 1 弱い 1 
弱い 1 気まずい 1 気まずい 1 弱気  1 ― 
―   気後れ 1 弱気  1 ― ―   
③ 各 資 料
のみ 
（一例） 
不安  4 行く 3 言う 2 自信  6 遠回し 2 
自信  3 告白  2 迷う 2 遠慮  3 回避  1 
着付け 2 釣り 2 遠慮  1 不安  3 勧誘  1 
アピール 1 レベル 1 押し 1 困惑  2 言い訳  1 
 
以上のことから、10 の資料は日本人大学生にとって全て拒否の機能を持つ発話ではあ
るが、すべて同じ印象ではなく、少なくとも No.1～5 と No.6～10 の２つに細分類できる、と
いうことが分かった。②の結果をもとに、それぞれ No.1～5 の資料のグループを「強い拒否」、
No.6～10 の資料のグループを「弱い拒否」とラベル付けをした。  
 
                                                  
4「語」は抽出語を、「数」は度数を示す。  
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表 3 評価のキーとなった発話節  
1 ちょっとめんどくさいな  
2 歌だって下手だし  
3 無理無理、  
4 えー  
5 えー  
6 でも  
7 実はやったことがないんですよ  
8 いや、  
9 できるかどうか自信ないし  
10 新しいの買ったばかりなんですよ  
 
2.4 音響分析  
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2.5 結果  
 結果を以下のグラフに示す。  
図１ 「強い拒否」と「弱い拒否」の比較（標準偏差）  
 
 その結果、「強い拒否」のほうが数値が大きかったのは、①持続時間長最大値、③持














                                                  
6「強い拒否」のグループの資料は男性 1 名、女性 4 名による発話で、「弱い拒否」のグループの資
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